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新資格制度 登 場 

スマートハウス普及セミナー資料 



本 日 の 話 し 
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一般財団法人 家電製品協会・認定センターの組織と業容 ご紹介 

 

＜本論＞ 

 １．スマートマスターとは 

 ２．スマートマスターを導入した背景と目的 

 ３．制度の概要 

 ４．制度導入までの経過と第1回試験の結果 

 ５．今後の課題と展開構想 



一般財団法人 家電製品協会・認定センターの組織と業容 ご紹介 
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 １． 『スマートマスター』 とは 

＊スマートマスターとは、話題のスマートハウスに関する 
 専門知識を習得した人材に付与される新たな認定資格 
 
＊スマートハウスに要す広範囲な知識に関する厳正な資格 

  制度としては、日本初の取り組み 
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認定証サンプル 

『スマートマスター』 は、スマートハウスのプロフェッショナルとして、家の構造・性 

能に関する知識、家電製品から住宅設備、さらにはエネルギーマネジメントまで、 

それらに関する技術や商品の動向を理解し、様々な製品やサービスを組み合わ 

せる横断的な知識をもって、消費者個々のニーズに合ったスマートハウスの構築 

を支援する資格です。 
 

＜1/22記者発表会での説明＞ 



 ２．スマートマスターを導入した背景と目的 

社会ニーズ・建造物的課題からの理由 

生活ニーズ・技術的シーズからの理由 
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スマートハウスが進展する蓋然性 

スマートハウスを進展させる必要性 
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分野を横断する新たな事業・・・知識のハイブリッド化が必須の課題 
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スマートハウス 
って何？ 

スマートメーター
の機能は？ 

スマートグリッド 
って何？ 

家の断熱性能って
何？ 

リフォームしなくっ
ちゃ・・・ 

スマートハウスで家電製
品はどう変わるの？ ＨＥＭＳの役割は？ 

エネルギーの 
創・蓄連携？ 

改築・電気・ネット
ワーク等の各種工
事をワンストップで
できればなぁ・・・ 

様々なサービス
が検討されてる
んだって 

＊最近よく耳にする“スマートハウス”って言葉、複雑でよく分からない。 

＊スマートハウスに向けて計画的にリフォーム工事や製品の買い替えを進めたいが、 

  何から始めれば良いか分からない。誰に相談すれば良いかも分からない。 

＊エネルギー消費を最小にする方法を誰かに相談したいのですが・・・。 

＊高齢者と同居してるんだけれど、スマートハウスではどんなサービスが可能なの？ 

一体だれに相談すれ
ばいいんだろう？ 言葉先行で困るのは消費者です 



１．夫々の希望に適合したスマートハウス 

  の仕様について企画します。 

 

２．夫々の希望を実現するための手順や 

  段取りについてアドバイスします。 

 

３．ご希望のスマートハウス実現に向けて 

   トータルコーディネートします。 

 スマートハウスのことに精通した人材の育成が急務 

O
U
T
P
U
T
 

INPUT 

スマートハウスの 
ことなら何でも 
お尋ねください。 
 

 消費者が安心して相談できる専門家を認定(紹介)することが 

スマートハウスの普及を促進する 8 



インテリジェント化する家と家電のスペシャリスト 
 
進化するスマートハウスの設営に向けて、ゼロエネルギーハウスの構築や安全・

安心・快適な家づくりに必要な知識を問うもので、期待するポイントは次のように

なっています。 

スマートマスターのポイント 

１．スマートハウスの将来性とメリットについて説明 
   できる。 

２．ゼロエネルギーハウス構築のための構成要件と 
   その推進手順を理解している。 

３．スマートハウス化に向けたリフォームビジネスの 
   ポイントを理解し、実務のための基礎ができて 

   いる。 

４．HEMSをゲートウエイとすることで受けることが 
   できるサービスについて説明できる。 

６．主要な家電製品の基礎知識およびインテリジェ 
   ント化が進む家電製品の動向を理解し、お客 

   様のニーズに沿った的確な商品選択ができる。 ５．主要なエネルギー関連商材について説明でき 
   る。 

７．新たな技術を搭載した家電製品の特徴とそこ 
   から生まれるサービスの予測・動向について説 

   明できる。 

８．家電製品を含め、スマートハウス構築に関連す 
   る法規やルールを理解するとともに、お客様に 

   対する説明スキルを身につけている。 

 

スマートマスターの資格認定要件 
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＜参 考 （カリキュラム概要）＞ カリキュラムは、資格認定に必要な知識要件を意味しています。 

補足) 上表のカリキュラムは2016年1月のテキスト発売時点を想定して策定したものであり、その後の社会情勢の変化や技術革新・新製品動向 

     などを踏まえて、 原則、毎年、見直しを実施する計画です。 10 

区分 章 節

１章　総論 １．“スマート”を求める背景

１．電力システム改革

２．エネルギーの創造

３．エネルギーの蓄積

４．エネルギーの見える化と制御

１．家のインテリジェント化

２．各種サービスの誕生

３．高齢社会の進展と
　　　　　生活支援サービス

１．ＨＥＭＳとは

２．ECHONET・ECHONET Lite

３．計測ユニット

４．ＨＥＭＳコントローラー

５．端末機器

６．ＨＥＭＳの設置工事

７．関連サービスとそのメリット

１．スマートメーターとは

２．スマートメーターの機能

３．スマートメーターの種類

４．通信方式

５．スマートメーターの活用により
　　　　　実現されるサービス

１．太陽光発電システム

２．住宅用蓄電システム

３．燃料電池コージェネレーションシステム

４．創電・蓄電連携によるメリット

１．省エネ住宅・エコ住宅

２．省エネ住宅・エコ住宅のための施工・技術

３．家自体のスマートハウス化リフォーム

４．住宅建築・リフォーム関係資格

ス

マ
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ト

ハ

ウ

ス

の

基

礎

４章　家自体の省エネルギー

スマート
　　ハウス概論

２章　中心課題たる
　　　　　　エネルギー問題

３章　スマートハウスを
　　中心としたサービスの展開

１章　ＨＥＭＳ

２章　スマートメーター

３章　新エネルギーと蓄電

スマート
　ハウスの
　　コア知識

区分 章 節

１．リフォームビジネスの基本
         (リフォームビジネスにおけるＣＳと
　　　　　トータルソリューションの重要性)

２．リフォーム業務の基礎知識

３．リフォームにおける住宅設備

　1)過半を占める「住宅設備リフォーム」

　2)エコキュート
       （自然冷媒ＣＯ２ヒートポンプ式給湯機）

　3)換気扇

　4)キッチンリフォームの住宅設備と基礎知識

　5)サニタリーのリフォームの住宅設備と基礎知識

１．省エネ住宅ポイント

２．家・建物・建築関連の法規

３．省エネ、創蓄設備および通信関連の法規

区分 章 節

１．エアコン

２．冷蔵庫

３．照明機器

４．テレビ受信機

５．空気清浄機

６．通信技術

１．スマートフォン・タブレット

２．ネットワークカメラ

３．ロボットクリーナー

４．ヘルスケア家電

１．ＣＳ

２．礼儀・マナーの基本

３．販売前のCSポイント

４．販売時のCSポイント

５．販売後のCSポイント

６．不具合発生時のCSポイント

７．家電製品関連法規

家

電

製

品

関連
家電技術と
製品

１章　インテリジェント化する
　　　　　　家電製品

２章　新たなサービスを
　　　　　生むＮｅｏ家電

３章　ＣＳ・関連法規

スマート
　ハウスの
　　コア知識
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礎

５章　リフォーム・住宅設備

６章　関連法規



 

 ＊テキスト仕様 

    ・ページ数    B5判 並製／440ページ（オール2色） 

    ・定    価   本体価格 3,800円  + 税 

 

 ＊発 売 日     2016年 1月 26日 (火) 

 

 ＊発 売 元     (株）NHK出版 
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学習用テキスト(初版)の概要 



 
 
 

 

  １） 資格の名称 と 導入時期 
 
     名称 ： スマートマスター  導入時期 ： 2016年度 (2016年9月に初の認定試験を実施) 
 
         ・現行の家電製品アドバイザー、家電製品エンジニアに並ぶ 

          『３つ目の資格制度』 です。 

  

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ２） 試験科目と資格認定要件 
 
      試験科目は 「スマートハウスの基礎」 と 「家電製品」 の２科目です。 

      内容はP 10 のカリキュラム表をご参照ください。 

AV情報家電 生活家電 

家電製品アドバイザー 

AV情報家電 生活家電 

家電製品エンジニア 

                    当面1種類の 
               資格で運用 

スマートマスター 

スマートマスター 

＜新  設＞ 

夫々、「商品知識」 と 「CS法規」 の 
２つの試験科目を設定 

夫々、「基礎技術」 と 「応用技術」の 
２つの試験科目を設定 

「スマート基礎」 と 「家電製品」 の 
２つの試験科目を設定 

現行の資格体系 
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 3．制 度 の 概 要 



  ３） 試験日 と 試験会場 

      毎年9月と3月の年に2回、全国主要都市にて実施します。 

      （家電製品アドバイザー試験と同時開催） 
 
   ４） 試験科目 と 合格基準 
 
     ＊試験科目は 「スマートハウスの基礎」 と 「家電製品」 の２科目です。 

     ＊上記2つの試験科目共に 「140点以上/200点満点」 を取得することが合格基準(※) 
        ※上記合格基準は試験結果の全体状況により変動することがあります。 

 
 
 
 
 
 
 
 

  ５） 資格の交付と有効期間 

     上記の試験(9月･3月)の結果、合格者には、それぞれ11月1日付・5月1日付にて 

     認定証を交付します。資格の有効期間は、資格交付日から5年間です。 

     但し、資格更新制度があります。 

 

  ６） 受験料 

       9,230円(2科目受験)、1科目受験の場合は6,180円 （家電製品アドバイザーと同じ） 

      ＜補足＞ 

          ・試験の合否は上記の科目単位で決定し、合格した科目については、向こう2回の試験にて当該科目の 

                            試験を免除します。（不合格であった科目に合格することで資格を取得できます） 

         ・家電製品総合アドバイザーもしくは家電製品総合エンジニアの資格を保有している方については、家電 

                           製品科目の試験を免除します。 

           注）資格を総合化していない場合でも、AV情報家電と生活家電の両資格を保有している場合は同様に家電製品科目 

                                            の試験を免除します。 

13 



 ４．制度導入までの経過と第1回試験の結果 
■2012年4月、スマートハウス普及のための資格制度導入について検討を開始 
■2014年には半年を費やして 「feasibility study(テキストの執筆実験）」 を実施 
■2015年4月～12月にテキストづくり(執筆・編集）を完遂し、同テキストを2016年1月26日発売を決定 
 

■2016.1.22 記者発表会を開催、新制度導入を説明 

    1)日  時   1月22日(金) 11:00 ～ 11:40 

    2)場  所   家電製品協会 第1・第2会議室 

    3)参 加 者    計43社・49名 

    4)説 明 者   家電製品協会、一色教授（エンドース） 

 

■2016.5月～7月 東名阪ほかにて 「学習促進セミナー」 を開催 

    1)開催場所  東京・大阪(各2回)、名古屋・金沢・福岡(各1回） 

    2)参加人員  7会場計 730名 (会場収容能力により制限） 

 

■2016.9月4日、7日 全国主要都市にて 「初回・認定試験」 を開催 

    1)開催場所  全国28会場 

    2)受験人員   受験申請者3,177名 （実受験者2,961名） 
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初回試験の結果 

 ＊家電大型店・地域店および家電メーカーの３者で全体の約８割を占めるが、 ハウスメーカー等の建築関係、電力会社等のエネルギー 

    関係などの家電業界以外の受験者が 全体の２割を占めました。 
 

 ＊家電業界以外には、初回試験の周知が十分に行き渡らなかったという事情があるものの、建築関連やエネルギー関連等より多数の 

    応募があったということは、これらの分野の受験ポテンシャルの大きさを物語っています。 

受験者の属性 

合格者の数・合格率 

一般受験 科目受験(※) 計 

受験者数 1,516 1,445 2,961 

合格者数 515 1,088 1,603 

合 格 率 34.0% 75.3% 54.1％ 

科目別受験者数 1511 2961
190点以上 5 95
180点台 24 304
170点台 57 409
160点台 99 478
150点台 169 448
140点台 214 371 資格合格ライン(140点以上)

130点台 269 327 (資格合格ラインまであと少し)

120点台 251 239
110点台 211 141

110点未満 212 149
科目別合格者計(率） 568 37.6% 2105 71.1%

得
点
分
布

(人)

備考

家電製品 スマートハウスの基礎

試験科目

※科目受験 
   家電製品アドバイザーもしくは家電製品エンジニアの総合資格を保有している 
   場合は、試験科目のうち 「家電製品」 の試験を免除されます。 (試験科目のうち、 
   「スマートハウスの基礎」 1科目に合格することでスマートマスター資格を取得できます） 

単位：人 

単位：人 
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次回試験の計画 
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 ５．今後の課題と展開構想 
消費者の皆さまにスマートマスターの存在とその役割を知っていただくこと １） 足元の課題 

（中略） 

11/21ニュース
リリース配信 



ホームページなどで消費者の皆さまに分かりやすく解説 

（中略） 

スマートハウスって
どんな住まい 
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（中略） 
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スマートマスター 
ってどんな人 



（略） 
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スマートマスター 
はどこにいる 
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家づくりコース 

リフォームコース 

ネットワークコース 

家電コース 

スマート建築士 

スマートリフォーム士 

スマートネットワーク士 

スマートアドバイザー 

ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
の
普
及
促
進 

スマートマスター 

26 

スマートマスター育成総合講座 (Smart Master Career Development = SMCD) 

２） 中期的な課題 

スマートハウスの普及スピードに対応するためには人材育成プログラムが必要 

実現には、既存の“業界”を超越した 「知識のコラボレーション」 が不可欠 



一般財団法人家電製品協会 
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